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第１部 1章【画面構成】 第１部 1章【画面構成】

ホームタブ1第3節 メニュー

コマンドを選択するメニュー

 1 リボンメニュー  関連するツールがグループごとにまとめられています。

 2 プルダウンメニュー  文字で表示され、ツールが下に表示されるメニューです。

 3 ショートカットメニュー  マウスの右ボタンを押すと表示されるメニューです。

 4 グリップメニュー
 オブジェクトを選択した時に右ボタンを押すと表示される 
 メニューです。

 5 ステータス バーメニュー  ステータスバーに表示されるメニューです。

1 リボンメニュー一覧

作成 パネル

修正 パネル

画層 パネル

プロパティ パネル

グループ パネル

ユーティリティ / クリップボード パネル

ホームタブリボンメニュー一覧

グループ化して、1 つのまとまりとして操作 
① [GROUP] 
保存されるオブジェクトのセットを作成 
② [PKFSTGROUP] 
名前の付いたグループを管理

①距離・・2 点間の距離を計測
②半径・・円、円弧の半径と直径を計測 
③角度・・線分、円弧の角度を計測
④面積・・面積を計測 
⑤体積・・体積を計測

新しく作成する
オブジェクトの
透過性レベルの
設定

1 ホームタブ

　

2 挿入タブ

　

3 注釈タブ

　

4 パラメトリックタブ

　

5 表示タブ

　

6 管理タブ

　

7 出力タブ

　

8 コラボレートタブ

　

線分や円などの新しいオブジェクトを作成

作成したオブジェクトを修正

画層をコントロール

オブジェクトのプロパティを管理

4

5

1

2

3

1

2
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第１部 2章【基本操作】 第１部 2章【基本操作】

基
本
操
作

基
本
操
作

UCS(3 点 )

 リボンメニュ－  ありません　( UCS アイコン -> 右ボタンのショートカット -> ビュー )
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [UCS] -> [ ビュー ]
 コマンド  Ucs -> V

UCS[ ビュー ]3

UCS( ビュー )

①プルダウンメニュー [ ツール ] -> [UCS] -> [3 点 ] を選択します。( 図 1)

　新しい原点を指定 <0,0,0>: マウスで点 P1 を指示します。( 図 2)

P1

( 図 1) ( 図 2)

P2

( 図 3)
P3

( 図 4)

② X 軸上での正の点を指定 <715.2456,1233.7092,0>: マウスで点 P2 を指示します。( 図 3) 

③ XY 平面の Y 座標上での正の点を指定 <714.2456,1234.7092,0>: マウスで点 P3 を指示します。( 図 4)

④ ( 図 5) のように原点の移動と、XYZ 軸の回転が同時に行われました。 

⑤円や文字も正確に描かれます ( 図 6)

1

 リボンメニュ－  ありません　( UCS アイコン -> 右ボタンのショートカット -> ３点 )
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [UCS] -> [3 点 ]
 コマンド  Ucs -> 3

UCS[3 点 ]4

( 図 5) ( 図 6)

図形は XY 平面に平行に作図されます。 

Z 座標の初期値は <0> です。 

（作図したい面を XY 平面にします。）

①プルダウンメニュー [ ツール ] -> [UCS] -> [ ビュー ] を選択します。( 図 1)

②ユーザーが見ている方向がビュー (Z 軸の正の方向 ) になります。( 図 2)

ユーザーの視点方向を Z 軸の正の方向にする

( 図 1) ( 図 2)

２次元図形 ( Z 座標 = 0 ) では、ユーザー座標系が XY 平面に対して 
垂直の関係になければ正確に作図することはできません。 

（ユーザーはＺ軸の正の方向から XY 平面に作図します。）

1

X

Y

Z X

Y

Z

-X

-Y

-Z

(0 , 0 , 0)

[ 右手の法則 ]
右手を手のひらを上にして握った時、親指を伸ばした方向が X 軸の正の方向で、

人差し指を伸ばした方向が Y 軸の正の方向です。 

それから、中指を自分に向けて伸ばします。これが Z 軸の正の方向です。 

これら 3 つの指は、それぞれ X , Y , Z の正の方向を示しています。

memo

Point!Point!

Point!Point!

原点と X 軸、Y 軸の正の方向を指示する【UCS(3D).dwg】
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第１部 3章【図面設定】 第１部 3章【図面設定】

図
面
設
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図
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設
定

 ステータスバー  [ ダイナミック入力 ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ 作図補助設定 ]
 システム変数  DynMode

作図補助設定 [DynMode]（ダイナミック入力）11

①ステータスバーの [ ダイナミック入力 ] から [ 作図補助設定 ] の [ ダイナミック入力 ] を表示させます。

② [ 設定 ] ボタンを押して、[ ポインタの入力設定 ] を開きます。

③ [ 極座標形式 ] と [ デカルト座標形式 ] 

　左下図が [ 極座標形式 ]、右下図が [ デカルト座標形式 ] です。

　[ 極座標形式 ] は [ 直線距離 < 角度 ]、[ デカルト座標形式 ] は [X の距離、Y の距離 ] で表示されます。

P1

P2 P3-1

P1

P2

P3-2

作図補助設定（ダイナミック入力） 作図補助設定（ダイナミック入力）

[ ポインタの入力を使用 ] が ON のとき1

[ 寸法の入力を使用 ] が ON のとき2

① [ 一度に表示される寸法入力フィールドは 1 つのみ ] 

　グリップ編集を使用してオブジェクトをストレッチして

　いるときに、[ 長さの変更 ] の入力ツールチップのみが 
　表示されます。

② [ 一度に表示される寸法入力フィールドは 2 つ ] 

　グリップ編集を使用してオブジェクトをストレッチして

　いるときに、[ 長さと角度の変更 ] の入力ツールチップが 
　表示されます。

③ [ 次の寸法入力フィールドを同時に表示 ] 

　グリップ編集を使用してオブジェクトをストレッチしているときに、次に示すオプションがオンに

　なっている入力ツールチップが表示されます。

次の寸法入力フィールドを同時に表示
 寸法の結果  グリップを移動したときに更新された長さ寸法のツールチップを表示します。

 長さの変更  グリップを移動したときに行われた長さの変更を表示します。

 絶対角度  グリップを移動するときに更新された角度寸法のツールチップを表示します。

 角度の変更  グリップを移動したときに行われた角度の変更を表示します。

 円弧の半径  グリップを移動するときに更新された円弧の半径を表示します。

（図 1）

（図 2）

④ [ 相対座標 ] と [ 絶対座標 ] 

　( 図 1) が [ 相対座標 ]、( 図 2) が [ 絶対座標 ] で入力した結果です。 

⑤原点 (P1) から (P2) まで線分を作図し、[ 相対座標 ] で <100,0> と

　入力した結果が、( 図 1) の P3-1 です。

　相対座標での入力は、最後の点 ( 座標 ) からの距離になります。

⑥原点 (P1) から (P2) まで線分を作図し、[ 絶対座標 ] で <100,0> と

　入力した結果が、( 図 2) の P3-2 です。

　絶対座標での入力は、原点 (0 , 0) からの距離になります。

1

3

2



132 133

第１部４章【図面管理】 第１部４章【図面管理】
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（例 ) 指定した半径の円を選択する

[ ユーティリティ ] パネル  ->  [ クイック選択 ] を選びます。 
目的のオブジェクトを簡単に取得できます。

① [ 図面全体 ] から指定するか、  ボタン ( 赤丸 ) を押して、オブジェクトを選択します。

② [ 図面全体 ] を選ぶと、[ オブジェクト タイプ ] の中から選択します。 

　  ボタンを押すと、図面の中から図形を選択します。 

　 右図では [ オブジェクト タイプ ] の中から [ 文字 ] を 

　 選択しています。

③ [ プロパティ ] の中からオブジェクトの属性を選び、 

　 対象を絞り込みます。　

④ [ 演算子 ] から (= 等しい )、(<> 等しくない )、( すべて選択 ) 等の条件を選びます。

⑤ [ 値 ] の項目の中から選ぶか、数値等を入力します。

⑥選択したオブジェクトを選択セットに含めるか、新規に作成するかを決めます。

① [ 半径 ] が <7> 以下の円を選択します。 
　[ オブジェクトタイプ ] は ( 円 )、[ プロパティ ] は ( 半径 )、[ 演算子 ] は (< より小さい )、 
　[ 値 ] は (7) にします。

②右図のように <R6>、<R3> の円が選択されました。

2

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ ユーティリティ ] パネル -> [ クイック選択 ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ クイック選択 ]
 コマンド  Qselect

クイック選択 [Qselect]1

クイック選択クイック選択

第1節 図形管理

1

②③④⑤の組み合わせで、[ 画層 ] が <0> の 

[ 文字 ] の絞り込みになります。

すでにある選択セットに含めるか、

新たな選択セットにするかを選択します。
[ クイック選択 ] パネルから選択

目的のオブジェクトを抽出する順番

①  [ 図面全体 ] または [ オブジェクトを選択 ]

②  オブジェクトのタイプ ( 種類 ) を選択

③  オブジェクトのプロパティを選択

④  演算子 ( = , <> , > , < , すべて ) の選択

⑤  値を選択

⑥  新しく選択セットにするかどうかの選択

下の⑤の項目に対して [ 等しい ] か [ 等しくない ] か

[ より大きい ] か [ より小さい ] かの指定です。

図面内にあるオブジェクトだけが

表示されます。

複数を選択することはできません。

4
5

6

1
2

3
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ハッチングハッチング

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 作成 ] パネル -> [ ハッチング ]
 プルダウンメニュー  [ 作成 ] -> [ ハッチング ]
 コマンド  Hatch

ハッチング [Hatch]23
ハッチング パターンの一覧表示には２通りあります。

① [ パターン ] パネルのランチャーを表示する。( 図 1)

② [ プロパティ ] や [ クイック プロパティ ] の [ ハッチング パターン パレット ] を表示する。( 図 2)

ハッチング パターンの選択

P1

1

[ ハッチング作成 ] リボンタブ
① 境界  ハッチングは定義した境界に基づいて作成されます。
② パターン  ユーザーが定義したハッチング パターンを指定することができます。
③ プロパティ  ハッチングの間隔には単位がありません。尺度で間隔を調整します。
④ 原点  ハッチングが始まる起点を変更できます。初期値は図面の原点です。
⑤ オプション  [ 自動調整 ] や [ 異尺度対応 ] を適用するかどうかを選択します。
⑥ 閉じる  ハッチング リボンタブを閉じます。

オプション⑤のダイアログ ボックスランチャー ( 赤丸 ) を指示すると、従来のハッチング ダイアログが

表示されます。

( 図 1) ( 図 2)

① [ 作成 ] パネル -> [ ハッチング ] を選択します。

② [ ハッチング作成 ] リボンタブが表示されます。 

③ [ パターン ] からハッチング パターンを選びます。( 例 : ANSI31) 

④ [ プロパティ ] から [ 角度 ]、[ 尺度 ]、その他の指定をします。 

⑤マウスでハッチングの領域内でクリックします。( 図 1 の P1) 

⑥右ボタンで確定すると、ハッチングが作成されます。( 図 2)

ハッチング パターンの作成2

( 図 1) ( 図 2)

確定するまでは、ハッチング
パターンをいろいろ試すことが
できます。

3 4 5 61 2

[ANSI] 

プログラムに添付されているすべての 

ANSI パターンが表示されます。 

[ISO] 

プログラムに添付されているすべての 

ISO パターンが表示されます。 

[ 他の定義済みパターン ] 

プログラムに添付されている ANSI および 

ISO パターン以外のすべてのパターンが

表示されます。

3

4

5

6

1
2
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配列複写編集 [ArrayEdit]

 リボンメニュ－  [ ホーム ] タブ -> [ 修正 ] パネル -> [ 配列複写編集 ]
 プルダウンメニュー  [ 修正 ] -> [ 配列複写 ]
 コマンド  ArrayEdit

23

配列複写編集配列複写編集

配列複写オブジェクトは、全体の個数や間隔をプロパティとして保持しています。

このプロパティは [ 配列複写 ] リボンタブやグリップを使って編集できます。 

 

[ リボンタブで編集する ]

①編集する配列複写オブジェクト ( 図 1) を選択します。

② [ 配列複写 ] リボンタブの [ 列 ] を <4>、[ 間隔 ] を <700>、[ 行 ] の [ 間隔 ] を <700> に変更します。

③ ( 図 2) のように、配列複写オブジェクトが変更されました。

[ 全体のプロパティ ] を変更する【配列複写 .dwg】1

[ 個別のオブジェクト ] を変更する2

( 図 1) ( 図 2)

[ グリップで編集する ]

①グリップを上方向、右方向へ動かしてリアルタイムに変更できます。( 図 3)

②右ボタンのショートカットからも変更できます。( 図 4)

( 図 3) ( 図 4)

配列複写オブジェクトを個別に編集することができます。

① Ctrl キーを押しながら編集したいオブジェクトを選択します。( 図 1) 

②右ボタンを押して、ショートカットを表示します。( 図 2)

( 図 1) ( 図 2)

③ ( 図 3) はショートカットから [ 削除 ] を選択した図です。 

　 ( 図 4) は [ 回転 ] を選択した図です。

( 図 3) ( 図 4)

④変更した後でも、元の状態に戻すことができます。

　[ オプション ] から [ 配列複写をリセット ] を選びます。

⑤削除された図形が元の状態に戻ります。

[ 配列複写 ] タブで作成したオブジェクトは 
全体が 1 つのまとまったオブジェクトです。
[ 分解 ] コマンドを使うと、それぞれが元の 
個別のオブジェクトになります。
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 リボンメニュ－  [ 注釈 ] タブ -> [ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法記入 ]
 プルダウンメニュー  ありません
 コマンド  Dim

[ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法記入 ] -> [ 座標寸法 ] を選択します。

①フィーチャの位置を指定 :  

    円の中心 (P1) を指示します。 

②引出線の終点を指定 :

　配置する位置 (P2) を指示します。 

③寸法値 : 146.2  

[ 寸法記入 ] -> [ 座標寸法 ]

寸法記入 [Dim]2

2

寸法記入寸法の種類

第1節 寸法記入

寸法の種類

①  直列寸法  直前の寸法または選択した寸法の寸法補助線から始まる寸法

②  並列寸法  最後に記入した寸法または選択した寸法の基準線から始まる寸法

③  角度寸法  選択したジオメトリ オブジェクト間または 3 点間の角度を計測

④  半径寸法  選択した円または円弧の半径を計測

⑤  直径寸法  選択した円または円弧の直径を計測

⑥  座標寸法  データムと呼ばれる起点からフィーチャまでの水平または垂直距離を計測

⑦  引出線  矢印、水平参照線、直線の引出線とテキストやブロックで構成

寸法の種類1

寸法には、[ 垂直寸法 ][ 水平寸法 ][ 平行寸法 ][ 角度寸法 ][ 半径寸法 ][ 直径寸法 ][ 折り曲げ半径寸法 ]

[ 弧長寸法 ][ 直列寸法 ][ 並列寸法 ][ 引出線 ] があります。

 [ 寸法記入 ] コマンドは、複数の寸法コマンドを選択できます。

[ 寸法記入 ] パネル -> [ 寸法記入 ] -> [ 角度寸法 ] を選択します。

①円弧、円、線分を選択 :  

    線分 S1 を選択します。 

②角度の 2 番目の側を指定する線分を選択 :

　線分 S2 を選択します。 

③角度寸法の位置を指定 : 

　適当な位置で左クリックして確定します。

[ 寸法記入 ] -> [ 角度寸法 ]1

S1

S2

P1

×

P2

寸法の種類

4

5

6

7
1

2

3

6
3 点間の角度または 2 つの線分間の

角度を示す角度寸法を記入します。

座標寸法を記入します。

【寸法－種類 .dwg】
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ブロック図形を挿入する（同じ図面内にあるブロック図形を挿入）

[ 建築図 .dwg] ファイルには、ブロック図形 ( 赤枠 ) が含まれています。

① [ ブロック ] パネル > [ 挿入 ] を選択します。① 

　（又は [ その他のオプション ]）② 

② [ 名前 ] の欄に <TABLE_3> を選びます。( 図 1)

③リボン ギャラリーからでも選択できます。( 図 2)

④ブロック <TABLE_3> が図面内に挿入されます。 

 　マウスで位置、尺度、回転角度を指示します。

ブロック挿入 [Insert]1

1

第1節 図形挿入

ブロック挿入

( 図 1)

( 図 2)

[ その他のオプション ]

[ リボンギャラリー ]

2019 版

2020 版
① [ ブロック ] パネル > [ 挿入 ] を選択します。 

②挿入するブロックをクリックして、図面内に配置します。

①挿入時の [ 挿入位置を指定 または ] が表示されているときに、マウスの右ボタンのショートカットから 

　[ 基点 ][ 尺度 ][ 回転 ] のオプションを指定できます。

 外部の図面をブロックとして挿入するには。

2019 版 2020 版
① [ ブロック挿入 ] ダイアログの右上の [ 参照 ] ボタンを

　押して、図面を選択します。 

②ダイアログの左端に挿入した図面のパスが表示されます。

1
2

① [ ブロック ] -> [ 挿入 ] で表示される

　パネルの一番下にある [ 他の図面の 

　ブロック ...] を使います。

1

1

2

 [XY の尺度 ] や [ 回転角度 ] を指定するには。

1

2

② [ 挿入 ] パネルの下側にある [ 最近使用したブロック ...] か

　[ 他の図面のブロック ...] を選ぶと、[ 挿入オプション ] の

　パネルが表示されます。

右ボタンのショートカット1

2 挿入オプション

ブロック挿入

memo

memo

 リボンメニュ－  [ 挿入 ] タブ -> [ ブロック ] パネル -> [ 挿入 ] [ パレット ] パネル -> [ ブロック ]
 プルダウンメニュー  [ 挿入 ] -> [ ブロック ]
 コマンド  Insert

2019 版 2020 版 2020 版
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339配列複写配列複写

① [ ブロック定義 ] パネル -> [ エディタ ] を選択し、ブロック <Chair> を選択します。 

 

② <Chair> ブロックの背もたれの中点がブロックの挿入基点になっています。

　ダイナミックブロックの作成画面では、挿入基点が原点になります。

[ ブロック (Chair)] の読み込み【ダイナミックブロック .dwg】

配列複写 [ ブロック (chair) がマウスで横方向に連続複写 ( 配列複写 ) される。]1

1

第4節 ダイナミックブロックの作成

 パラメータ  [ 直線状 ]
 アクション  [ 配列複写 ]
 グリップ数  [ 1 ]

① [ 直線状 ] パラメータは始点 (P1) と終点 (P2) の２点を指定します。P1 から P2 の方向へ配列複写します。 

 

②始点を指定 : P1( 背もたれの中点 ) を指示します。 

 

③終点を指定 : P2( 背もたれの右端 ) を指示します。

[ 直線状 ] パラメータの指定2

④ラベルの位置を指定 : 背もたれの下方を指示します。( 図形と重ならないように配置します。) 

 
⑤ [ プロパティ ] でグリップの数を <2> から <1> へ変更します。 

　ブロックを配列複写するときにマウスで指定するポイント ( グリップ ) が表示されます。

　配列複写では左右の２方向に可能性がありますが、グリップ数を 1 つにすると１方向 ( 右方向 ) だけに 

　複写されます。（P1 → P2 の方向 )

⑥下図のように [ 直線状 ] のパラメータが配置されました。

　  マークは、まだ [ アクション ] が指定されていないことを表しています。

　アクションを指定すると、このマークは消えます。

P1 P2

P1 P2

グリップの数を変更するには。 
①パラメータ [ 距離 1] を選択して、[ プロパティ ] を表示

　させます。

② [ プロパティ ] の一番下の [ グリップの数 ] の項目で数を　

　 変更します。

③この項目に表示されるグリップの数は、配列複写で可能性

　のある数字が表示されます。

　グリップの数は 2 が最高です。

Point!
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寸法文字や矢印などの大きさは、[ 寸法スタイル ] ダイアログの [ フィット ] タブにある [ 寸法図形の 

尺度 ] で全体の尺度を指定します。

左下図は、印刷時に <1/1> で等倍印刷する場合、右下図は <1/100> で縮小印刷する場合の設定です。 

このように、印刷尺度に応じた寸法スタイルを事前に作成しておく必要があります。 

[ 文字スタイル ] や他の注釈オブジェクトも同様です。 

そのため、印刷尺度が異なる数だけ [ 寸法スタイル ] や [ 文字スタイル ] が必要になります。

［非異尺度対応注釈 ] の特徴

［異尺度対応注釈 ] の特徴3

2

設計オブジェクトと注釈オブジェクト設計オブジェクトと注釈オブジェクト

作図尺度：実寸 [ 図面範囲 <42000 × 29700>]

設計オブジェクト ( 実寸 )

[ 設計オブジェクト ] と [ 注釈オブジェクト ]1
①図面は機械部品図や建築図などの「設計オブジェクト」と文字や寸法などの「注釈オブジェクト」 で　
　成り立っています。 
　設計図はモデル空間で実寸で作図し、注釈はレイアウト空間における希望する大きさで記入します。 
　したがって、文字や寸法などの「注釈オブジェクト」 は印刷時の大きさを考慮して作成します。

注釈オブジェクト (100 倍 )モデル空間 レイアウト空間

異尺度対応注釈とは、レイアウト空間でどのような印刷尺度に設定しても、注釈オブジェクト自身が
自動的に大きさを印刷尺度に合わせてくれる機能です。 
[ 寸法スタイル ] で 2 ミリと設定すれば、どの印刷尺度でも 2 ミリの大きさで表示してくれます。
そのため、[ 寸法スタイル ] や [ 文字スタイル ] は 1 つで足りることになります。

設計オブジェクトと注釈オブジェクト1

第1節 注釈オブジェクトとは？

注釈オブジェクト ( 実寸 )

設計オブジェクト ( 実寸 )

レイアウト空間モデル空間

作図尺度：実寸 [ 図面範囲 <420 × 297>]( 図 A)

( 図 B)

( 図 A) は「水栓金具」の設計図ですが、モデル空間に配置した図枠もレイアウト空間に配置した図枠も

同じ A3 用紙の大きさです。 

このためモデル空間の寸法文字や表題欄の文字は印刷時と同じ大きさの 2 ミリで記入しています。 

一方、( 図 B) は「木造住宅」の設計図です。モデル空間では実寸で作図しますが、レイアウト空間では

A3 の用紙に収まるように配置しますから図枠も住宅の大きさに合わせて拡大して配置します。

その拡大率は印刷する尺度の逆数になります。つまり、印刷を 1/100 で行う場合は、モデル空間に記入

する文字や寸法 ( 注釈オブジェクト ) の大きさを 100 倍にします。 

例えば、印刷する文字の大きさを 2 ミリにする場合は、モデル空間では 200 ミリの大きさで記入します。

設計オブジェクト ( 実寸 )

注釈オブジェクト ( 実寸 )

設計オブジェクト (1/100)

注釈オブジェクト ( 実寸 )

印刷尺度：1/1 [A3 用紙 <420 × 297>]

印刷尺度：1/1 [A3 用紙 <420 × 297>]

異尺度に対応できる注釈オブジェクトの種類4
異尺度に対応できる注釈オブジェクトは、以下の 6 つです。

 寸法  [ 寸法スタイル管理 ] ダイアログの [ フィット ] タブから [ 異尺度対応 ] を選択。
 文字  [ 文字スタイル管理 ] ダイアログの [ サイズ ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 引出線  [ マルチ引出線スタイル管理 ] ダイアログの [ 尺度 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ハッチング  [ ハッチングとグラデーション ] ダイアログの [ オプション ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ブロック  [ ブロック定義 ] ダイアログの [ 動作 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
 ブロック属性  [ 属性定義 ] ダイアログの [ 文字設定 ] から [ 異尺度対応 ] を選択。
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① [AutoCAD LT が提供するテンプレート ] を使う場合。

    テンプレートにはインチ系の [acadlt][acadlt-Named Plot Styles] とミリ系の [acadltiso][acadltISO-Named 

　Plot Styles] の 2 種類があります。 

　[acadltiso] は < 色従属印刷スタイル >、[acadltISO-Named Plot Styles] は < 名前の付いた印刷スタイル >

　が最初から設定されています。

[ テンプレートファイル ] の選択

作図開始までの手順1

1

第1節 新規製図 AutoCAD LT のテンプレートファイル <acadltiso.dwt><acadltISO-Named Plot Styles.dwt>2
①日本仕様のテンプレートファイルは 2 種類ありますが、印刷スタイルが違うだけです。 

② [ 色従属印刷スタイル ] は使用する色が <255 種類 > に限られ、画層やオブジェクトごとに変更でき
　ません。
③ [ 名前の付いた印刷スタイル ] は使用する色が <255 種類 > 以上使用できます。
　また、画層やオブジェクトごとに [ 印刷スタイル ] を割り当てることができます。

項目 acadltiso.dwt acadltISO-Named Plot Styles.dwt
 印刷スタイル 色従属印刷スタイル 名前の付いた印刷スタイル

 文字スタイル
フォント名 TT Arial TT Arial

フォントスタイル 標準 (Standard) 標準 (Standard)
 寸法スタイル <ISO-25><Standard> <ISO-25><Standard>
 画層 <0> <0>
 線種 Continuous 実線 Continuous 実線

作図開始までの手順作図開始までの手順

<acadltiso.dwt> と <acadltISO-Named Plot Styles.dwt> の印刷スタイルの違い3
① <acadltiso.dwt> の [ 印刷スタイル ] は < 色従属印刷スタイル > です。
　画面の色で印刷時の色が決まります。画層やオブジェクトに割り当てることはできません。 
　そのため右下図の [ 画層プロパティ管理 ] ダイアログには、[ 印刷スタイル ] の項目がありません。

② <acadltISO-Named Plot Styles.dwt> の [ 印刷スタイル ] は < 名前の付いた印刷スタイル > です。
　画層やオブジェクトに [ 印刷スタイル ] を個別に割り当てることができます。 
　右下図の [ 印刷スタイル ] は初期値は <Normal> となっていますが、他のスタイルに変更できます。

共通の文字スタイル 共通の寸法スタイル

作図開始

図面設定を行う

・図面範囲・画層設定
・文字設定・寸法設定 
・線種設定・その他の設定

・名前を変えて保存
・図面内を全削除

そのまま使う

AutoCAD LT のテンプレート 自社のテンプレート 既図面を利用する

 画層  <0> のみ
 寸法スタイル  <ISO-25><Standard> のみ
 文字スタイル  <Standard> のみ
 線種  <Continuous 実線 > のみ
 その他の設定  初期値のみ

　→これをもとに自社用のテンプレートを作成して、作図を開始します。

② [ 自社作成のテンプレート ] を使う場合。 

　→すぐに作図を開始できます。

 

③ [ 既図面 ] を利用する場合。

　・[ 名前を付けて保存 ] を選び、別名で保存します。

　・図面内のオブジェクトをすべて削除します。

　・[ アプリケーションメニュー ] -> [ 図面ユーティリティ ] -> [ 名前削除 ] で不必要なオブジェクトを 

　　削除します。 

　→既存のオブジェクト ( 図形 ) を削除してから、作図を開始します。
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Point!

新規作成で [ 図枠 A3] の図面を使用します。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

元の図面は 1/100 用に設定されていますので、1/1 用の原寸サイズに変更します。

① [ 修正 ] -> [ 尺度変更 ] を選びます。

　コマンド _scale

　オブジェクトを選択 :  all  

　グループのオブジェクト : 31  

　オブジェクトを指定 :   

　基点を指定 : 0,0  

　尺度を指定 あるいは [ コピー (C)/ 参照 (R)]<1.0000>:  0.01  

②プルダウンメニュー [ 表示 ] -> [ ズーム ] -> [ オブジェクト範囲 ] を選びます。

　コマンド Z

　窓のコーナーを指定、表示倍率 (nX または nXP), または 

　[ 図面全体 (A)/ 中心点 (C)/ ダイナミック (D)/ オブジェクト範囲 (E)/ 前画面 (P)/ 倍率 (S)/ 窓 (W)/ 

　選択オブジェクト (O)] < リアルタイム >:    E  

1

建築用テンプレート（ブロック作成）建築用テンプレート（作成手順）

第2節 レイアウト空間用テンプレート図面を作成

(0,0)

(420,297)

テンプレート作成（レイアウト空間用） 建築 ( レイアウト 0- 図枠 .dwg)

レイアウト空間に配置する時の注意点

レイアウト空間に図枠や図面を配置するときは

あらかじめ [ ページ設定管理 ] から [ 用紙サイズ ] や

[ プリンタ / プロッタ ]、[ 印刷領域 ]、[ 印刷尺度 ] 等

の設定を済ませておきます。

作 成 手 順

1
 新規作成で [ 図枠 A3] の図面を使用します。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

 [ 図枠 A3] の図面を読み込み、変更部分のみを修正して [A3 用紙 ][ 縮尺 1/1] 用の 
 図面にします。

2
 図面全体をブロック登録します。

 [ ブロック作成 ] コマンドで、図枠全体をブロック登録します。

3
 [ レイアウト空間 ] へ切り替え、ブロック登録した [zuwaku] を挿入します。

 レイアウト空間内に [zuwaku] のブロックを挿入します。

4
 [ レイアウト空間 ] 用のファイルとして [ 名前を付けて保存 ] します。

 図面をレイアウト空間に配置する場合は、このテンプレートを使います。

この図面を [ ブロック作成 ] コマンドで 1 つのブロックにします。

① [ ブロック定義 ] パネル -> [ ブロック作成 ] を選び

　ます。　 

　ブロックの [ 名前 ] を <zuwaku> にします。

　[ オブジェクトを選択 ] のボタンを押して、図形を

　全部選択します。

　[ 削除 ] にチェックします。

　[ 基点 ] は初期値 < 0,0 > のままにします。

ブロックに変換した後、元の図形をそのまま残しておきたい時は、

[ 保持 ] のボタンを押します。

2
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完成した建築図面  建築 ( モデル 10- 完成 ).dwg

新規ファイルに [A3 用紙・1/100] 用のファイルを使います。

① [ クイックアクセス ツールバー ] -> [ 新規作成 ]

     ファイルの種類に [dwg] ファイルを選び、使用する図面のあるフォルダに移動します。

③ [A3・1/100] 用の図面を新規図面として使用します。（この例では < 図枠 A3> を使います。）

     下図のように図枠が表示されました。

1

建築図面（テンプレート挿入）

第1節 モデル空間に作図し、印刷する

建築図面（作成手順）

呼び出すファイルが存在している場所は上のダイアログに表示されている位置と
必ずしも同じではありません。

② [ 開く ] ボタンを押して、ファイルを開きます。

作 成 手 順（作図も印刷もモデル空間）

 1
 [A3 用紙・1/100] 用の図面をテンプレート図面として使います。

 A3 用紙、縮尺 1/100 用の図面をテンプレートファイルとして使用します。
 （図面範囲は < 横 42000 ミリ、縦 29700 ミリ > になります。）

 2
 [ 壁芯 < 通り芯 >] を作図

 [ 真壁・大壁 ] と [ 間仕切り壁 ] の壁芯を作図します。

 3   4
 [ 躯体 < 柱・壁 >] を作図

 柱と壁を作図します。

 5   6
 [ 建具 < 扉・窓 >] を作図

 扉と窓を作図またはブロック挿入します。

 7
 [ 家具等 ] を作図

 家具や住器などを作図またはブロック挿入します。

 8   9
 [ 文字・ハッチング ] を作図

 居間や和室などの部屋名とハッチングを作図していきます。

 10  11
 [ 寸法線 ] の作図と印刷

 寸法を記入し、印刷を行います。 通常、図枠は一番最後に配置しますが、全体のバランスが判るように最初に配置しました。
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作図の [ 図面範囲 ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、図面範囲は<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >です。

[ 図枠 ] を作成します。

印刷の [ レイアウト ] を決めます。（用紙は A3、縮尺は 1/1）

[ 図面 ] の大きさと [ 用紙 ] の大きさは同じですので、レイアウト範囲は<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >です。

[ 図枠 ] を作成します。

レイアウト範囲が<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が

収まるように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを<410 ミリ >、縦の長さを<280 ミリ >にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に0.5ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも0.5ミリのままです。)

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ）

図形は A3の用紙に配置する時点でも等倍なので、印刷の尺度は 1/1 になります。

1

2

1

2

印刷をレイアウト空間で行う印刷をモデル空間で行う

図面範囲が<横 420 ミリ、縦 297 ミリ >の大きさですから、印刷するときに用紙の内側に図枠が収まる

ように図枠サイズを設定します。

この例では、横の長さを<410 ミリ >、縦の長さを<280 ミリ >にしています。

（図枠の線の太さを印刷時に0.5ミリにする場合は、実際に作図する時の線の太さも0.5ミリのままです。)

上図では、図枠が横 410 ミリ、縦 280 ミリになっていますので、この図面を 1/1 で印刷した場合、

図枠の横は 410 ミリ、縦は 280 ミリで出力されます。（同じ大きさ）

A3の用紙に図形を配置する時点では等倍なので、印刷の尺度は 1/1 になります。

[ 図面範囲 ] の設定は必ずしも必要ではありませんが、

印刷時に [ 印刷対象 ] から [ 図面範囲 ] を選択できます。

レイアウトタブから [ レイアウト ] の設定は必須です。

用紙サイズやプリンタ /プロッタの設定を行います。

図枠はモデル空間に作成します。 図枠はレイアウト空間に作成します。

第 1節の内容 印刷をモデル空間で行う 第 2節の内容 印刷をレイアウト空間で行う

[ 図面範囲 ] の設定は必ずしも必要ではありませんが、

印刷時に [ 印刷対象 ] から [ 図面範囲 ] を選択できます。

レイアウトタブから [ レイアウト ] の設定は必須です。

用紙サイズやプリンタ /プロッタの設定を行います。

Point!
Point!
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印刷する範囲
 [ モデル ] と [ レイアウト ] で共通
 オブジェクト範囲  描かれているオブジェクトの範囲を印刷
 窓  マウスで四角で囲った範囲を印刷
 表示画面  表示されているオブジェクトの範囲を印刷
 [ モデル ]
 図面範囲 LIMITS( 図面範囲 ) で設定されている範囲を印刷
 [ レイアウト ]
 レイアウト  ページ設定の用紙サイズの範囲を印刷

③先程保存した < 機械図面 > ファイルを開きます。

　開いた瞬間に [ 外部参照 ] コマンドで挿入した図面 <buhin> は、最新の図に変更されています。

機械図面 ( 印刷 )

④ [ 出力 ] -> [ 印刷 ] コマンドを使います。

⑤ [ 印刷 ] のダイアログが表示されます。

     [ 印刷領域 ] の項目では < レイアウト > を選びます。 

　［印刷尺度 ] の項目で、尺度を <1:1> にして [ 印刷プレビュー ] ボタンを押します。

機械図面 ( 印刷 )

⑥ [OK] ボタン、又は下の [ 印刷 ] ボタンを押して印刷します。

ここが

大切

[ 印刷領域 ]

プリンターの種類によって、印刷可能な範囲が違っています。 
そのため、印刷漏れが生じる可能性があります。
そのような場合は、図枠自体の大きさをプリンターの作図範囲に合わせて作成する
必要があります。

右のように、赤線で表される箇所は印刷範囲から
外れています。
赤線が無くなるように、図枠を縮小したり位置を
変更する必要があります。

memo
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